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衣食住の全般にわたって配色

想像以上のものかおる。配色に関する研究は1810 年に

Goethe が発表したのを 初 めとし て,  Field （1845 ）,

Briicke  (1866),   BezoH  (1876),  Ohevreul  (1889）,

Ostwald  （1922 ）, Munsell  （1941 ）等が相ついで発表し

てきたが，近年に至ってMoon とSpencer の協同研

究の成果は全世界の注目の的となった。これらの配色論

は主として色相間の問題に重点がおかれているのに対し

て，本研究は色相，明度，彩度の相互関係を究明すべく

実験方法を工夫したものである。先ず配色の目立ち方の

程度，各程度に応じた快，不快の評価を試みた。色票は

改良マンセルに合せて作った色紙を用い，標準照明Ｃに

近い天然光を快晴午前10  時から午後３時までの二階北

側スリガラス越しの光を色温度計（電気試験所岡田喜義

博士設計）を用いて6000 °K と7000 °K の間に相当す

る光の時を選んで観測を行った。配色の目立ちの程度は

被験者の主観により，基準色が目立てば一記号，資料色

が目立てば十記号を附し，評点をつけた。色の目立ちの

して変化し，特に明

度差の影響は彩度差の3 ～4 倍大きく，無彩色よりも有

彩色の方が目立つに反し，快適度は無彩色に近い方が優

り，肌色を美しく見せるには服の色の明度，彩度を下げ

た方が良い。


